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■ 平成23年10月期 第２四半期連結決算概要■ 平成23年10月期 第２四半期連結決算概要

41.1％３億46百万円２億45百万円四半期純利益

前期比
平成２３年１０月期

第２四半期

平成２２年１０月期

第２四半期

△25.4％１億75百万円２億35百万円経常利益

40.2％6,295円89銭4,489円71銭
１株当たり
四半期純利益

△27.4％１億92百万円２億65百万円営業利益

10.5％64億23百万円58億11百万円売上高

•売上高については、3月の震災による一部店舗休業があったものの早期の営業再開を達成
し、4月以降は震災に起因するとみられる需要や新スマートフォン発売の影響等もあり、前期
比で増収に転じております。

•営業利益については、スマートフォン市場拡大への対応として人員増強、研修費用等の発生
及び医療・介護事業、ソーシャルアプリ事業等の新規事業への人件費を中心とした先行費
用の発生等により前期比で減益となっております。

•震災の影響により、店舗・在庫被害および休業補償費用等あわせて31百万円を災害による
損失として特別損失に計上しております。
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■ 平成23年10月期 第２四半期連結業績■ 平成23年10月期 第２四半期連結業績

（百万円）連結業績

41.1％1005.4％３４６4.2％２４５当期純利益

△47.9％△1101.9％１１９4.0％２２９税金等調整前当期純利益

ー△50△0.9％△５５△0.1％△５特別損益

△25.4％△592.7％１７５4.0％２３５経常利益

ー12△0.3％△１７△0.5％△３０営業外損益

△27.4％△723.0％１９２4.6％２６５営業利益

8.2％40.9％５７0.9％５３のれん償却額

132.9％270.7％４７0.4％２０広告・販売促進費

12.4％131.9％１２３1.9％１１０地代家賃

10.6％406.6％４２４6.6％３８４うち、給与手当等

15.7％12714.7％９４４14.0％８１６販売費及び一般管理費

5.1％5517.7％１，１３７18.6％１，０８１売上総利益

10.5％611100.0％６，４２３100.0％５，８１１売上高

増減率増減額対売上高金額対売上高金額

前期比
平成２３年１０月期

第２四半期

平成２２年１０月期

第２四半期
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■ 平成23年10月期 第２四半期連結業績■ 平成23年10月期 第２四半期連結業績

四半期推移

――33.730.4H22.10

29.128.130.327.7H22.10

27.227.934.529.2H21.10

第４
四半期

第３
四半期

第２
四半期

第１
四半期

（億円）

【連結売上高】 【連結四半期純利益】

――0.33.1H23.10

1.70.81.31.1H22.10

1.61.20.90.4H21.10

第４
四半期

第３
四半期

第２
四半期

第１
四半期

（億円）
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■ 平成23年10月期 第２四半期連結業績■ 平成23年10月期 第２四半期連結業績

財政状況 （百万円）

•総資産は、主に繁忙期によ
る売掛金の641百万円増加、
及び、繰延税金資産の237
百万円増加により716百万
円増加。

•負債は、主に買掛金の626
百万円増加により568百万
円増加。

•純資産は、主に利益剰余金
の315百万円増加により
313百万円の増加。

•自己資本比率は、利益剰余
金は増加したものの、売掛
金・買掛金の増加により横
ばい。

１，７７７１，８３５のれん

１，１９９１，１９９資本金

７８７７９１現金及び預金

３７．２％３７．３％自己資本比率

６，７４７５，８６４負債・純資産合計

２，４２８２，１１４純資産

４９６１７７利益剰余金

８２２８２２資本剰余金

４，３１８３，７５０負債合計

１，３０７１，３９１長期借入金等

１，３６６１，４５１固定負債

９３９９４０短期借入金等

２，９５１２，２９８流動負債

６，７４７５，８６４総資産

３，６２９３，４６２固定資産

３，１１７２，４０１流動資産

平成23年10月期

第２四半期末
平成22年10月期末
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■ セグメント情報 （１）■ セグメント情報 （１）

―１３３―その他

10.5％６，４２３５，８１１連結売上高

△6.2％４７５１
不動産賃貸
事業

△40.6％１６６２８０
テレマーケ
ティング事業

６，０７５

H23.10期

第２四半期

５，４８０

H22.10期

第２四半期

10.9％
移動体通信
店舗事業

対前年比

セグメント別売上高 セグメント別営業利益
（百万円） （百万円）

―△５３―その他

△27.4％１９２２６５
連結
営業利益

△16.5％４０４８
テレマーケ
ティング事業

△34.8％６９
不動産賃貸
事業

２６７

H23.10期

第２四半期

２８０

H22.10期

第２四半期

△4.5％
移動体通信
店舗事業

対前年比

※ 「その他」においては、医療・介護事業、ソーシャルアプリ事業及び通信回線サービス
契約受付事業等を行っております。
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■ セグメント情報 （２）■ セグメント情報 （２）

■ 移動体通信店舗事業
平成２３年３月は、東日本大震災の影響による停電や原発避難により一部店舗の
営業休止がありましたが、極めて早期に営業再開を達成し、４月以降は、震災の影
響による買替えや新規取得の増加、新スマートフォン発売等の影響もあり新規販売
台数・機種変更台数共に前期から増加し、増収となっております。利益面につきまし
ては、スマートフォン市場拡大への対応として、専門スタッフの人員増強、研修費用
等の先行投資を行っており収益低下がありますが、今後効果が上がるものと見込ん
でおります。

■ テレマーケティング事業
震災による地元地域への架電制限等の一時的な影響はあったものの、架電エリア
の変更等を行った結果、営業利益においては当初計画通りに推移しております。

■ 不動産賃貸事業
震災後、主要施設において一部営業を見合わせており、今後につきましては業者
からの報告を吟味のうえ再開に向けて検討してまいります。

■ その他
各新規事業において震災の影響があったものの、連結業績に与える影響は軽微で
あります。また、当初計画の範囲で進捗しており、通期セグメント予想に変更はござ
いません。


